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吉川友子後援会報 

川西日赤への運営補助金 

増額して１億 500 万円で議案提出へ 

平成２５年度から、佐久市・東御市・立科町より川西日赤の運営補助

として、毎年 8000万円が支出されていました。この補助金は、国から

交付税で還元されていましたが、5年間の期限があり今年度で終わる時

期を迎えていました。 

この補助金を 5 年間延長し、さらに増額してほしいと強く要望して

きました。１０月３０日に行われた川西衛生保健施設組合議会におい

て、補助金の継続、また限度額の１億 500 万円への増額を 3 市町が合

意し、各市町の議会に提案するという報告がありました。川西日赤の存

続のための署名や要望活動にご協力いただいたみなさまに心から感謝

いたします。28年度より制度が変わって、国が 8割、地元が 2割負担

となっていますが、これから各市町村議会や川西衛生保健施設組合議

会にて審査され、正式決定になります。各議会においても承認されるよ

う、努力いたします。 

 川西日赤は、川西地区では唯一入院施設のある病院です。常にほぼ満

床の状態を保っており、運営が厳しいのは、診療報酬などの制度による

ものと思われます。佐久市・東御市・立科町としても、病床の形態の変

更など病院の努力をふまえ、引き続き経営補助が必要だと判断してい

ただきました。今後も地域にとって欠かせない医療施設として存続し

ていかれるよう、議会などで訴えていきます。 

■総務文教委員会では、山口県宇部市、萩市・下松市へ視察に行きました。宇

部では市国民保護計画、英語教育について、萩市ではまちじゅう博物館につい

て、下松市では行財政改革について研修しました。 

 

 

      

    

 

軽井沢町議と 2人で飯田市「風の学舎」へ。真ん中は元飯田市議 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 
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（後援会内部資料） 

 

１Day タイムスリップ  

「ありがとう保育園」大盛況に終わる！ 

９月２日、望月地区で閉園した４保育園を使って、「１Day タイムスリ

ップ ありがとう保育園」という集いを開催しました。私も実行委員の一

人として準備から関わりました。多くの団体や個人の皆さまのご協力のも

と２００人を超える参加があり、大盛況でした。ご参加ご協力いただいた

みなさま、本当にありがとうございました。 

保育園が閉園して、たくさんの思い出を抱えていながらも、いつの間に

か園舎が取り壊されていたということではあまりにもさみしすぎる、とい

う思いと、子どもたちにも望月に関わりのあるアーティストを知ってもら

い、本物のアートに触れ、地元への誇りにつながることを願い、ベランダ

や各教室にはさまざまな形の芸術を展示、プロの演奏家によるミニコンサ

ートなども行いました。 

当日は懐かしい給食の献立で昼食をつくり、親と子たちの楽しい食事会

も開きました。以前は落書きできなかった園舎の壁に、もう壊すのだから

と、教育委員会の許可をいただいて、それぞれの思いや絵を描き、壁画ア

ートを完成させました。ボランティアのみなさんをはじめ、子どもたちも

子ども実行委員会として、大変活躍していただきました。 

参加者も主催者も一体となって、長年子どもたちを育んでくれた保育園

に感謝し、そして未来に向けて「保育園」という共通の場でつながりあえ

たことは、私たち実行委員会にとっても良い経験でした。当日の様子は佐

久ケーブル、蓼科ケーブル、有線放送などで取材していただき、番組とし

て放映・放送されました。作成された有線放送は番組コンクールで優良賞

を受賞しました。このイベントを通じての波及効果はこれからもまだ続い

ていくように感じました。 

保育園統合にあたり、さまざまなご意見があり、個人的にも複雑な思い

もありました。しかし、そんな思いを怒りや悲しみだけとどめず、こうし

て未来へつなぐ活動にできたことは、意義のあることであり、ひとつのス

テップとして受け止めていきたいと思います。 

自然エネルギー・公共交通・公民館活動 

軽井沢町議と 2人で飯田市へ勉強に行ってきました 

８月に飯田市へ自然エネルギーの「風の学舎」と飯田市の公共交通・公

民館活動について勉強に行ってきました。「風の学舎」は民間施設ですが、

自然エネルギーのみを使った施設で、ゲストハウスのような宿泊施設とし

ても使われています。農場も持ち、農業体験もでき、家族連れや学校など

からも利用があるそうです。管理者が元市職員で、「環境文化都市」宣言へ

の想いなども聞くことができました。自然環境が豊かな佐久市も、山の管

理などに苦労も多いことから、こういった自然環境を活かした事業に取り

組みたいです。 

公民館活動では全国から注目される飯田市ですが、市内２０地区に公民

館があり、すべての公民館に正規職員が配置されていました。近年は若い

職員を配置して、職員を教育する場として位置づけられているそうです。

社会教育の重要性は市長が変わっても引き継がれ、活発な市民活動や人形

劇フェスティバルなど国際的な事業にも活かされているようです。 

公共交通のあり方においても公民館活動が活かされ、公共交通市民会議

として住民が参画し、住民が望む公共交通を生み出していました。個人で

行った研修でしたが、佐久市の今後を考える上で大変参考になりました。 



 
  

第
三
回
定
例
議
会
が
８
月
３１
日
か
ら
９
月
２８

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登

壇
し
ま
し
た
。 

滞
在
型
観
光
と
し
て
農
泊
事
業
の
推
進
を 

（
吉
川
）
農
泊
事
業
と
は
、
滞
在
型
の
観
光
客
を
受

け
入
れ
る
事
業
で
す
。
農
水
省
で
は
、
平
成
32
年

度
ま
で
に
農
泊
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
で
き
る

地
域
を
全
国
に
500
か
所
、
ま
ず
来
年
度
は
300
か
所

創
出
す
る
計
画
で
す
。
取
組
地
域
の
自
立
的
発
展

と
所
得
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。
具
体
的
な

支
援
策
と
し
て
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
に
創
設
し

た
農
泊
推
進
対
策
を
観
光
庁
と
も
連
携
し
て
行
う

も
の
で
す
が
、
応
募
、
採
用
さ
れ
て
支
援
を
受
け
る

た
め
の
要
綱
や
留
意
点
な
ど
、
佐
久
市
で
は
ど
う

と
ら
え
て
い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

（
経
済
部
長
）
農
泊
に
取
り
組
む
地
域
に
対
し
て

は
、
法
人
立
ち
上
げ
に
要
す
る
経
費
や
先
進
地
視

察
、
人
材
派
遣
な
ど
に
１０
分
の
１０
の
補
助
、
地
域

の
宝
の
磨
き
上
げ
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
１０
分
の
１０
で
支
援

す
る
ほ
か
に
、
事
業
主
体
が
整
備
す
る
古
民
家
改

修
な
ど
の
初
期
投
資
に
つ
い
て
２
分
の
１
補
助
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
国
の
支
援
を
受
け
る
た

め
の
最
低
要
件
や
留
意
点
な
ど
で
す
が
、
①
農
業
、

農
村
体
験
や
宿
泊
施
設
等
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
受

け
入
れ
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

②
事
業
主
体
が
法
人
格
を
も
つ
か
、
法
人
格
を
持

つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

③
事
業
主
体
が
農
泊
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
取

り
組
み
地
域
の
所
得
向
上
を
め
ざ
し
た
計
画
を
策

定
し
、
市
の
認
定
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
。
④
市
は

そ
の
農
泊
事
業
計
画
を
認
定
し
、
地
域
活
性
化
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
。
⑤
県
は
市
町
村
の
活
性
化

計
画
を
認
定
し
、
県
の
活
性
化
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
。
以
上
が
農
泊
事
業
に
お
け
る
補
助
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。 

（
吉
川
）
今
年
採
用
さ
れ
た
地
域
の
審
査
を
み
る

と
、
過
疎
地
域
な
ど
、
中
山
間
地
の
特
色
を
活
か
せ

る
地
域
は
重
視
す
る
と
あ
り
ま
し
た
。
過
疎
地
域

が
持
つ
良
さ
を
活
か
し
て
、
持
続
可
能
な
産
業
の

育
成
を
支
援
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。 

農
泊
事
業
と
し
て
採
用
さ
れ
た
地
域
の
中
に
は

自
治
体
が
主
体
団
体
に
出
資
す
る
な
ど
深
く
関
わ

っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
栃
木
県
大
田
原
市

で
は
、
市
や
企
業
が
出
資
し
て
株
式
会
社
を
設
立

し
、
昨
年
度
は
８
千
人
以
上
の
観
光
交
流
人
口
を

生
ん
で
い
ま
す
。
遊
休
農
地
や
廃
校
舎
も
活
用
し

て
い
る
そ
う
で
、
佐
久
市
で
も
活
用
で
き
る
資
源

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
農
泊
事
業
の
支
援

を
受
け
た
い
と
い
う
地
域
に
対
し
て
、
佐
久
市
と

し
て
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
予
定
か
お
聞

き
し
ま
す
。 

（
経
済
部
長
）
市
と
し
て
は
農
泊
の
推
進
の
た
め

に
、
①
農
泊
の
意
義
や
魅
力
に
つ
い
て
の
周
知
啓

発
す
る
、
②
農
泊
に
参
加
す
る
事
業
主
体
や
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
掘
り
起
こ
し
、
参
加
希
望
者
か
ら
の
相

談
の
受
付
、
③
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

と
参
加
す
る
組
織
の
立
ち
上
げ
及
び
事
業
計
画
の

策
定
、
④
ソ
フ
ト
事
業
ハ
ー
ド
事
業
の
活
用
等
に

よ
る
計
画
の
実
現
化
な
ど
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。 

 

（
吉
川
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
掘
り
起
し
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
で
す
か
。 

（
経
済
部
長
）
農
業
体
験
を
実
施
す
る
団
体
を
は

じ
め
、
宿
泊
業
に
か
か
わ
る
方
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

直
売
所
の
関
係
の
方
々
な
ど
で
す
。
ま
ず
は
広
報

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
吉
川
）
今
年
度
は
２
月
に
募
集
が
始
ま
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
成
功

の
秘
訣
は
地
域
の
食
材
や
特
産
品
を
使
っ
て
、
徹

底
し
た
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、
農
家
や
飲
食
店
、
職
人

な
ど
が
連
携
を
と
る
こ
と
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

農
泊
の
よ
う
な
滞
在
型
観
光
は
こ
れ
か
ら
発
展
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
功
に
は
地
域
の

理
解
や
協
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
主
体

と
な
る
団
体
が
必
要
な
の
で
、
事
業
や
補
助
内
容

を
市
民
や
団
体
に
対
し
て
広
く
周
知
す
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。 

（
経
済
部
長
）
市
と
し
て
は
、
農
業
体
験
を
実
施
し

て
い
る
団
体
、
地
産
地
消
に
か
か
わ
る
団
体
、
地
元

直
売
所
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
対
し
て
も
積
極
的
に

周
知
を
図
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
す
で
に
市
内
で
こ
の
事
業
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
団
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
国
の

支
援
の
み
な
ら
ず
、
佐
久
市
独
自
の
支
援
な
ど
計

画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

（
経
済
部
長
）
来
年
度
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
農

村
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
性
化
事
業
を
発
案
し
、

農
泊
事
業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
者
に
対
し
て
補

助
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
実
施
計
画

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
募
集
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
２
つ
事
業
を

設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
泊
事
業
に
取

り
組
む
事
業
者
等
に
対
し
て
準
備
費
用
な
ど
に
対

し
て
補
助
を
す
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
農
業
者
の
住

宅
を
農
家
民
宿
に
改
修
す
る
際
の
改
修
費
用
に
対

し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
す
。 

（
吉
川
）
農
泊
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
き

家
や
廃
校
の
利
活
用
も
可
能
で
す
。
佐
久
市
は
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
の
産
地
で
す
。
安
全
な
食
材
を
、

ほ
と
ん
ど
手
を
か
け
ず
お
い
し
く
い
た
だ
く
と
い

っ
た
贅
沢
を
観
光
の
目
玉
に
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

「
食
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
と
し
て
、
農

泊
事
業
は
発
展
の
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
佐
久

市
と
し
て
ぜ
ひ
推
進
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光 

外
国
人
観
光
客
誘
致
へ
の
対
応
を 

（
吉
川
）
昨
年
度
日
本
へ
観
光
に
来
た
外
国
人
旅

行
客
は
約

2400
万
人
で
し
た
。
国
で
も

2020
年
に
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
観
光
客
）
を
４
千
万
人
に
、

2030
年
に
は
６
千
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
額
は
日

本
全
体
で
３
兆

7,476
億
円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
和
食

ブ
ー
ム
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
ま
す
ま
す
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
増
大
す
る
見
込

み
で
す
。
佐
久
市
の
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
経
済
部
長
）
県
の
平
成
２７
年
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
調
査
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
長
野
県
に
ビ
ジ

ネ
ス
や
観
光
で
訪
れ
た
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、

約
７０
万
８
千
人
で
、
平
成
２６
年
の
約
４６
万
５
千

人
と
比
較
す
る
と
１
年
間
で
約
２４
万
３
千
人
増
加

し
て
い
ま
す
。
県
全
体
の
国
地
域
別
延
べ
宿
泊
者

数
を
見
る
と
、
台
湾
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
中
国
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
佐
久
地

域
で
の
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、
平
成
２６
年
の
５
万

６１１８
人
、
平
成
２７
年
が
１０
万
７６１２
人
、
約
５
万
１
千

人
増
加
し
て
い
て
、
県
内
１０
地
域
ご
と
の
増
加
数

を
見
ま
す
と
、
佐
久
地
域
は
北
信
に
つ
い
で
２
番

目
に
延
べ
宿
泊
数
が
増
え
た
地
域
と
い
う
こ
と
で

す
。 

（
吉
川
）
佐
久
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
観
光
を
考
え

て
い
る
方
が
佐
久
市
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
ま
ず
見
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
今
ま

で
の
議
会
答
弁
で
も
、
市
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
大
変
重
要
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
答
え
て

お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
2
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な

い
と
な
か
な
か
使
え
な
い
の
で
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
を
ご
想
像
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
英
語
に
し
て
み

て
み
ま
す
と
、
中
身
は
翻
訳
さ
れ
て
も
、
ボ
タ
ン
は

日
本
語
の
ま
ま
で
す
。
せ
っ
か
く
「
観
光
」
と
い
う

ボ
タ
ン
が
あ
っ
て
も
、
日
本
語
が
読
め
な
け
れ
ば

佐
久
市
の
観
光
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
け

ま
せ
ん
。
ボ
タ
ン
が
翻
訳
機
能
で
変
え
ら
れ
な
い

の
な
ら
、
初
め
か
ら
せ
め
て
日
本
語
と
英
語
を
表

記
す
る
な
ど
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
？ 

（
企
画
部
長
）
近
年
の
国
際
化
の
進
展
、
ま
た
外
国

人
旅
行
者
の
増
加
、
さ
ら
に

2020
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
見
据
え
る

と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
外
国
人
の
ア
ク
セ

ス
は
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
外

国
人
の
み
な
さ
ま
が
佐
久
市
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に
ア
ク
セ
ス
す
る

可
能
性
の
高
い
サ
イ
ト
が
佐
久
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
も
あ
り

ま
し
た
通
り
、
文
字
を
画
像
等
で
作
成
し
て
表
示

を
し
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
は
文
字
を
翻
訳
で
き

な
い
な
ど
、
す
べ
て
の
情
報
を
お
伝
え
で
き
て
い

な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
外
国
人
の
み

な
さ
ま
に
限
ら
ず
、
市
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、

佐
久
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ

ま
が
情
報
を
得
や
す
く
、
ま
た
わ
か
り
や
す
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
る
よ
う
改
善
と
工
夫
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
市
内
で
は
観
光
案
内
板
が
ど
の
程
度
多

言
語
化
し
て
い
る
の
か
お
き
き
し
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
多
言
語
で
対
応
し
て
い
な
い
よ
う
な
の

で
、
案
内
板
が
頼
り
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

（
経
済
部
長
）
佐
久
地
域
の
外
国
人
観
光
客
が
増

え
て
い
る
昨
今
、
多
言
語
表
記
が
必
要
な
市
内
の

観
光
案
内
版
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
市
内
観
光
施
設
な
ど
の
観
光
案
内
看
板
に
つ
い

て
必
要
に
応
じ
て
外
国
語
表
記
を
加
え
た
看
板
に

変
更
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（
吉
川
）
外
国
人
観
光
大
使
の
ブ
ロ
グ
に
は
中
山

道
茂
田
井
宿
が
「
秘
め
ら
れ
た
宝
物
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
お
り
、「
こ
こ
は
作
ら
れ
た
観
光
地
で
は
な

い
。
き
れ
い
な
街
並
み
の
中
に
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ

ェ
や
T
シ
ャ
ツ
屋
さ
ん
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
街
並
み
で
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
々
に
よ
っ
て
愛
さ
れ
維
持
さ
れ
て

き
た
生
き
た
街
だ
。
2
つ
の
酒
蔵
も
素
晴
ら
し

い
！
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
中
山
道
や
貞
祥
寺
、

酒
蔵
な
ど
は
外
国
人
に
と
っ
て
大
変
興
味
深
い
も

の
で
す
。 

（
市
長
）
佐
久
市
の
優
位
性
は
、
災
害
が
少
な
い
、

晴
天
率
が
高
い
、
医
療
が
充
実
し
て
い
る
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
、
高
速
交
通
網
の
充
実

等
々
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
長
期
滞
在
と
か
移
住

す
る
と
か
、
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
暮
ら
し
て
み
る
と
、
こ

の
佐
久
市
の
長
所
が
生
き
て
く
る
。
１
月
３
日
に

春
日
の
本
郷
で
道
祖
神
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
暗
闇

の
中
で
山
車
が
100
個
く
ら
い
の
提
灯
を
つ
け
て
曳

か
れ
て
い
く
、
大
変
幻
想
的
で
す
。
望
月
の
他
の
地

域
、
そ
し
て
佐
久
市
全
体
に
も
こ
の
よ
う
な
美
し

さ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

長
期
滞
在
と
か
、
時
を
楽
し
む
な
ど
、
自
然
に
自

分
を
落
と
し
込
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、

佐
久
市
は
大
変
向
い
て
い
る
地
域
だ
と
思
い
ま
す

し
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
価
値
を
見
出
す
人
が
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

第
三
回
定
例
議
会
で
一
般
質
問 

 

 

11 月に開催された「議会と語ろう

会」で司会をつとめる友子 


